
令和８年賀詞交換会 

 

１月２３日、曽根駐チリ日本国大使は、日系社会及び日智商工会議所等の関係

者を大使公邸に招待し、令和８年賀詞交換会を実施しました。 

曽根大使は、冒頭挨拶において、チリ中南部の森林火災被害に対してお見舞い

の言葉を述べるとともに、２０２６年３月に発足する新政権との間でも、日本と

チリの二国間関係の一層の拡大・深化に向け取り組み、来る２０２７年の外交関

係樹立１３０周年の節目の年に向け、この１年、積極的に行動するとの決意を述

べました。最後に、日本では本年が丙午（ひのえうま）であることに因み、新た

な挑戦により更なる繁栄が得られる一年となること、出席者の皆様の取組が結

実し、大きく発展することを祈念致しました。 

また、恩田日智商工会議所会頭より日系企業を代表して挨拶の言葉が述べら

れるとともに、パブロ・サカモト・チリ中央日本人会会長には日系社会を代表し

て乾杯の音頭を取って頂きました。 

 

 

曽根大使挨拶 

 

恩田日智商工会議所会頭挨拶 

 

主賓との鏡開き 

 

パブロ・サカモト・チリ中央日本人会 

会長乾杯挨拶 

 


